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祝★成人 特集

　
式
典
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員

会
委
員
長
の
清
水
優
花
さ
ん
が

「
今
日
こ
こ
に
、
私
た
ち
が
笑
顔

で
集
い
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
、
教
え
導

い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
を
は
じ

め
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
方
々
、
共
に
歩
ん
だ
友

人
、
そ
し
て
何
よ
り
支
え
て
く
れ

た
家
族
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
多
く
の
こ

と
に
挑
戦
し
、
失
敗
や
成
功
を
繰

成
人
と
し
て
…

新

成人式実行委員会 
委員長　清

し

水
み ず

 優
ゆ う

花
か

 さん

　
20
歳
を
迎
え
て
、
あ
ら
た
め

て
、
私
は
恵
ま
れ
た
環
境
で

育
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

優
し
く
、
と
き
に
は
厳
し

い
両
親
と
仲
の
良
い
弟
妹
、

い
つ
で
も
応
援
し
て
く
れ
た
祖

父
母
、
共
に
励
ま
し
合
っ
た
友

人
、
尊
敬
で
き
る
先
生
方
、
多

く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　
私
は
今
、
幼
い
頃
か
ら
の
夢

だ
っ
た
看
護
師
に
な
る
た
め

に
、
日
々
、
勉
強
に
励
ん
で
い

ま
す
。
現
在
、
医
療
現
場
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

先
行
き
が
見
え
ず
、
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
だ
か
ら

こ
そ
、
専
門
的
な
知
識
を
し
っ

か
り
と
学
び
、
地
域
医
療
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

「
社
会
人
に
な
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
行
動
や
言
動
に
責
任
を

持
つ
と
同
時
に
、
大
切
に
育
て

て
く
れ
た
方
々
に
恩
返
し
を
始

め
る
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
社
会
人
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
す
が
、
今
ま
で
大

切
に
育
て
て
も
ら
っ
た
感
謝
を

忘
れ
ず
に
、慈
し
み
の
心
を
持
っ

た
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
成
人
式
の
企
画
は
、

20
年
間
過
ご
し
て
き
た
韮
崎
市

へ
の
感
謝
の
想
い
と
、
新
成
人

の
皆
さ
ん
に
「
ふ
る
さ
と
韮
崎

の
魅
力
」
を
再
認
識
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
想
い
で
進
め
ま

し
た
。
成
人
式
が
こ
の
よ
う
に

素
敵
な
式
と
な
っ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
う
と
と
も
に
、
開
催
に

あ
た
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。

新たなステージへ、

いざ、出陣！！

特集 目の前には∞
無限
の可能性

　１月9日（日）、東京エレクトロン韮崎文化ホールにおいて、抗原定性検査の実施など感染症対策
を徹底し、令和4年韮崎市成人式を開催しました。
　今年は、男性144名、女性156名、合計300名の皆さんが新たに成人となりました。多くの皆さ
んのご理解とご協力をいただき、今年も無事、開催することができました。本当にありがとうござ
いました。
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り
返
し
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
前
へ

進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
豊

か
な
自
然
や
人
の
温
も
り
溢
れ
る

韮
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
胸

に
刻
み
、
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま

る
未
来
へ
向
か
い
、
良
識
あ
る
行

動
を
と
る
と
と
も
に
、
誰
か
の
支

え
と
な
る
よ
う
な
立
派
な
社
会
人

と
な
る
よ
う
、
日
々
、
精
進
す
る

こ
と
を
約
束
し
ま
す
。」と
、
新

成
人
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ハ
タ
チ
の
門
出
を
祝
う
成
人

式
。
思
い
出
に
残
る
１
日
に
す
る

た
め
に
、
中
心
と
な
っ
て
準
備
を

し
て
き
た
の
は
実
行
委
員
会
の
皆

さ
ん
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
出
席
が

叶
わ
な
い
新
成
人
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

な
ど
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
企

画
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
記
念
品
の
制
作
も
そ
の
ひ
と
つ

で
、「
無
限
大
の
可
能
性
」
と
い
う

花
言
葉
を
持
つ
〝
虹
色
の
バ
ラ
〟

を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

色
合
い
も
大
人
に
な
っ
た
記
念
と

し
て
、
深
み
の
あ
る
も
の
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
韮
崎
な
ら
で
は

の
も
の
に
す
る
た
め
に
、
平
和
観

音
も
あ
し
ら
い
ま
し
た
。「
い
つ

で
も
韮
崎
を
近
く
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
…
」
と
、
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
し
よ
う
と
い
う
想
い
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
新
成

人
に
向
け
て
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
も

放
映
し
ま
し
た
。
懐
か
し
い
先
生

方
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に
、
会

場
は
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

▲誓いの言葉を述べる
　清水さん

▲虹色のバラをデザインした
　マグカップとQUOカード

色
の
バ
ラ

虹

成人式実行委員会 
副委員長　佐

さ

野
の

 颯
そ う

 さん

成人式実行委員会 
清

し

水
み ず

 ゆめ さん

成人式実行委員会 
上
う え

野
の

 亜
あ

弥
や

 さん

成人式実行委員会の皆さんの想い・・・

　
20
年
間
、
家
族
に
支
え
て
も

ら
っ
た
か
ら
こ
そ
今
の
心
境
や

環
境
で
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
感
謝
し
、
ま
た
、

家
族
に
も
私
自
身
を
誇
り
に

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
新
成

人
と
し
て
精
進
し
、
恩
返
し
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間

の
20
年
間
で
し
た
。
多
く
の
人

と
出
会
い
、
様
々
な
経
験
を
通

し
て
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
、
両

親
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
家
族

と
の
時
間
を
大
切
に
、
少
し
ず

つ
親
孝
行
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

　
20
年
間
、
た
く
さ
ん
の
支
え

が
あ
り
、
こ
こ
ま
で
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

先
、
ど
ん
な
困
難
に
直
面
し
て

も
立
ち
向
か
い
、
乗
り
越
え
て

い
け
る
よ
う
、
精
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
こ
の
度
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
、

日
々
挑
戦
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
若
い
力
を
頼
も
し
く
思
い
、
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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税の申告

申告期間内に
市役所税務収納課窓口

または電話で
③住民税申告

いいえいいえ

　税の申告は、昨年（令和3年1月1日から令和3年12月31日まで）の1年間に得られた個人の収入や、
控除・必要経費などを市役所や税務署に申告する手続です。
　この申告に基づいて、所得税や住民税、国保税などが確定します。正しい申告をするため、また、申告時
にあわてないためにも、必要書類の整理や収入・支出金額の集計などは、早めにご準備ください。

※所得税の還付申告
　医療費控除、住宅借入金等特別控除などの還付申告は、2月15日以前でも甲府税務署で受付けています。

　下のフローチャートを参考に、どのような申告をすべきかご確認ください。

■申告が遅くなると・・
　期限を過ぎてから申告書を提出すると、納税通知書の届く時期が遅くなっ
たり、課税証明書などが必要なとき、すぐに交付を受けることができなく
なったりしますのでご注意ください。

※注意
このフローチャートは、一般的
な事例です。その他のケース
は、税務収納課までお問い合わ
せください。

準備はお早めに！
税の申告がはじまります

所得税
住民税
（市・県民税）

【申告受付期間】　2月16日（水）～3月15日（火）

Ⅰ 申告が必要な人は、どんな人？

令和3年1月1日～令和3年12月31日の間に収入がありましたか？

①～③に該当する場合は、次のページで申告方法を確認しましょう！

それは、
どんな収入ですか？

◦遺族年金 
◦障害年金
◦雇用保険（失業保険） 
◦労災保険 

◦給与
◦年金（老齢・企業）
◦事業・農業 
◦不動産・太陽光　など

A B

源泉徴収票は年金が
１枚だけですか？

給与は年末調整をし
ていますか？

年金は合計で400万円を
超えていますか？

◦生命保険料控除
◦扶養控除
　などを受けますか？

源泉徴収票は年金のみで
２枚以上ですか？

給与や年金などの収入すべ
ての源泉徴収票が併せて２
枚以上、もしくはそれ以外
に収入がありますか？

◦住宅借入金等特別控除
◦医療費控除
◦雑損控除
　　　などを受けますか？

①
確定申告

② 
住民税申告申告不要①

確定申告

スタート

いいえいいえ

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

いいえ

いいえいいえ

いいえ

は　い

B

A

※1
所得金額により申告不
要な場合であっても、
住民税の申告が必要な
場合もあります。

※2
所得税が源泉徴収
さ れ て い る 場 合
は、確定申告する
ことで還付される
場合があります。

※2

※1
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税の申告

■太陽光発電を行っている方
　太陽光発電による売電収入がある場合、その収入
は雑所得または事業所得となり、設置費や収入・経
費のわかるものを整理して申告していただく必要が
あります。
■介護認定を受けている方
　認定を受けている65歳以上の方で、常に就床を
要し複雑な介護を必要とする方は、長寿介護課の証
明があれば、特別障害者控除を受けられます。
■「寄附金控除」「政党等寄附金特別控除」を受ける方
　令和3年中にふるさと納税や日赤（山梨県支部）
などへ寄付をした方は申告時に受領書などをご持参
ください。
※ワンストップ特例申請者も申告時には受領書が必

要です。

■「住宅借入金等特別控除」を受ける方
　令和3年中に家を新築し、10年以上借入があ
り、適用条件に合致する場合には次の書類をご用意
のうえ、申告することで住宅借入金等特別控除を受
けることが可能です。
☆必要書類（新築の場合）
　借入金の年末残高証明書、家屋の売買契約書、土
地の売買契約書（土地も同時購入の場合）、家屋の
登記事項証明書、土地の登記事項証明書（土地も同
時購入の場合）など
※中古住宅の購入・増改築などについては別途税務

署までお問い合わせください。
　甲府税務署　☎055-254-6105

Ⅱ

Ⅳ

申告方法

その他申告が必要な方

■すべての方に共通
◎各種控除に必要な書類
（生命保険料・地震保険料などの控除証明書、
社会保険料・国民年金等の領収書、障害者手
帳、医療費の明細書など）

※書類が不足するとその控除の受付はできません。
◎扶養（配偶者）控除の認定は、所得要件がある

ため、被扶養者の所得がわかる書類
◎マイナンバーカードまたは【番号確認書類+身

元確認書類】（※写し可）

◎口座番号のわかる書類（還付となる場合に必要）
■給与・年金所得がある方

◎所得税の源泉徴収票（原本）
※中途退職し再就職されなかった方は、以前勤務
　していた職場に請求してご用意ください。

Ⅲ 申告時に必要な持ち物（確定申告、住民税申告）

☆マイナンバーの記載等について
　確定申告書を提出する際は、毎回マイナンバー（12
桁）の記載+本人確認書類の掲示または写しの添付が必
要です。

本人確認書類の例
《例１》　マイナンバーカード
《例２》　通知カード+運転免許証、公的医療保険の被保険

者証など

■農業所得がある方
◎収入・支出金額がわかる書類（収穫量・販売数

量、自家消費量、経費などを必ず集計してください）
◎農協や市場などで発行する収支証明書や領収書
◎動力稲刈機や田植機などを買ったり、買い替え

たりした場合は、その領収書
◎大型農業用機械（農業用自動車・トラクター・

コンバインなど）を買ったり、買い替えたりし
た場合は、販売証明書・領収書および保険料の
領収書

◎耕作委託料などを支払った場合は、その領収書
等（委託内容が明記されたもの）

◎堰費・土地改良費（維持管理費に限る）の領収書
■営業等の所得がある方

◎収入・支出金額がわかる書類（収支内訳書・領
収書等）

※平成26年1月から、事業所得（営業、農業）・
不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行
う全ての方に帳簿の記帳・保存が義務化されて
います。また、所得税および復興特別所得税の
申告の必要がない方も、記帳・帳簿などの保存
が必要です。

■確定申告（P4のフローチャート①に該当する方）
次の３つの中から選択してください。
①自分で申告書を作成し、甲府税務署へ直接申告
②インターネット（e‐Tax）で電子申告
　（国税庁：http://www.nta.go.jp/）
※マイナンバーカードとICカードリーダライタ

を使用するマイナンバーカード方式と、ID（利
用者識別番号）とパスワード（暗証番号）があれ
ば利用できるID・パスワード方式があります。

③市の相談会での申告（日程はP6を参照）

■住民税申告（P4のフローチャート②に該当する方）
下記（Ⅲ、Ⅳ）に掲載してある必要な持ち物を
持って市の相談会で申告してください。

（日程はP6を参照）
■住民税申告（P4のフローチャート③に該当する方）

無収入の場合は電話でも申告可能です。

※昨年、住民税申告をした方には市より住民税申告書
を送付します。また、確定申告した方には、住民税
申告書は送付しません。
収入の状況等により、昨年と同じ申告になるとは限
りませんので、フローチャートを参考にしてください。
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※お住まいの地区以外の会場でも相談を受付けますので、ご都合に合わせてご来場ください。
※書類の提出ができる方から順次受付けます。
※農業・営業所得などがある方は、収支をまとめて、医療費控除がある方は合計額を計算してから申告相

談にお越しください。収支等を集計していただいてからの受付となります。なお、医療費控除をまとめ
る際には、人ごと、病院ごとに医療費を計算してください。

　ご注意！　今年度も感染症対策のため、申告会場での集計作業は控えてください。
※株式譲渡所得に関しては、専門知識を必要とする案件が多く、例年時間を要するため、税務署もしくは

税理士事務所へご相談くださるようお願いします。

※閉庁日対応として、甲府税務署では、
2月20日（日）および2月27日（日）に申
告相談等を行っています。

受付日 曜日 対象地区 受付会場
2月16日 水 全域 穴山公民館（穴山ふれあいホール）
2月17日 木 全域 中田公民館
2月18日 金 全域 藤井公民館
2月19日 土 休 休
2月20日 日 休 休
2月21日 月 全域 穂坂公民館（穂坂コミュニティーセンター）
2月22日 火 全域 円野公民館（つぶらの会館）
2月23日 水 休 天皇誕生日
2月24日 木 全域 清哲公民館（清哲会館）
2月25日 金 全域 神山公民館（武田の里ふれあいホール）
2月26日 土 休 休
2月27日 日 休 休
2月28日 月 全域 旭公民館
3月 1日 火 全域 大草公民館（大草ふれあいセンター）
3月 2日 水 全域 竜岡公民館
3月 3日 木 全域

市役所4階大会議室3月 4日 金 全域
3月 5日 土 全域
3月 6日 日 休 休
3月 7日 月 全域

市役所4階大会議室
3月 8日 火 全域
3月 9日 水 全域
3月10日 木 全域
3月11日 金 全域
3月12日 土 休 休
3月13日 日 休 休
3月14日 月 全域

市役所4階大会議室
3月15日 火 全域

Ⅴ 市の相談会の日程 相談受付時間 9時～15時30分

　市では、例年どおり申告の相談・受付
を行いますが、新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から、申告受付窓口の混
雑を緩和するためにも、郵送や電子申告
を積極的に活用していただきますようお
願いします。
※感染症対策による消毒作業のため、各

会場での受付時間を、15時30分まで
としますのでご注意ください。

※来場時は、検温や手指の消毒、マスク
の着用、また、配布する整理券に氏名
および連絡先をご記入いただくなどご
協力をお願いします。

※会場内の席は自由ですが、ソーシャル
　ディスタンスを確保してください。
※混雑する場合は、入場制限を設けます

ので、屋外もしくは車でお待ちいただ
く場合があります。

※できる限り少人
数（1名）での
ご来場をお願い
します。

ご注意ください！※昨年度から変更となった点もあります。

①医療費控除を受ける方は、必ず医療費控除明細書
の作成をお願いします。領収書を添付して提出す
ることはできません。

②次の申告は市の相談会では受付できません。
・青色申告または消費税の申告
　※作成済は受付可
・土地・家屋や株式などの譲渡所得の申告

※作成済または12月の「譲渡のお尋ね」相談会
を受けている案件は可

・雑損控除・外国税額控除の申告
・バリアフリー改修、住宅耐震改修、省エネ改修に

よる住宅借入金等特別控除の申告
・住宅取得のための資金贈与を受けた方の申告
・過年度の確定申告
③各会場の受付時間
　9：00～15：30

※感染対策による、消毒作業のため受付時間を
30分短くします。

新型コロナウイルス
感染症対策について
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税の申告

　医療費控除は、令和3年中に、本人や本人と生計を一にする配偶者や親族のために支払った医療費をもと
に所得税や住民税を減額することをいいます。
※支払った医療費が返ってくるものではありません。
　申告には、医療費控除明細書の作成が必要です（領収書を添付して提出することができません）。
　また、各医療保険者から交付を受けた「医療費のお知らせ」を添付すると、明細の記入を省略できます。
※医療費のお知らせに記載がない場合や実際に負担した額と違う額が記載されている場

合は、領収書に基づいた明細書の作成が必要です。ただし、医療費の領収書は自宅で
５年間保存する必要があります。（税務署から求められたときは、提示または提出し
なければなりません）

Ⅶ 医療費控除は医療費控除明細書の作成を

■税の申告についての問い合わせ　税務収納課 市民税担当（内線153～155）
　　　　　　　　　　　　　　　　甲府税務署　☎055-254-6105

◇甲府税務署の確定申告
　確定申告会場の混雑緩和のため、会場への入場に
は「入場整理券」が必要です。
　なお、入場整理券の配付状況に応じて受付を早め
に締切る場合がありますのでご了承ください。
　また、入場整理券は、当日会場で配付するほか、
LINEで事前に入手することができます。
※事前発行には、国税庁LINE公式アカウントの

「友だち追加」が必要です。
■申告期間　2月1日（火）～３月15日（火）
■受付時間　８時30分～16時（提出は17時まで）
■場　　所　甲府税務署 ５階会議室
※閉庁日対応として、2月20日（日）および2月27日
（日）にも申告相談等を行っています。

■問い合わせ　甲府税務署
　　　　　　　☎055-254-6105

◇税理士記念日事業無料税務相談
　譲渡・相続・贈与等の相談も受付けます。申告書
の提出はできません。
■日時　2月13日（日）
※完全予約制により、全税目の相談に応じます。
■場所　山梨県税理士会館
■問い合わせ
　東京地方税理士会甲府支部　☎055-233-1318

◇申告書の作成・送信は自宅からパソコン・スマホ
で！

　新型コロナウイルス感染（三密）防止のため、ぜ
ひ、自宅からのe-Tax申告をご利用ください。
　詳しくは国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp/）をご覧ください。
■問い合わせ

Ⅵ その他の相談会

医
療
費
の
お
知
ら
せ

（
医
療
費
通
知
）に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険

　
11
月
お
よ
び
12
月
診
療
分
の
医
療
費

の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告

受
付
期
間
中
の
２
月
末
の
発
送
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
費
の
お
知

ら
せ
に
記
載
し
て
い
ま
し
た
と
お
り
、

再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
紛
失
し

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
75
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
の
お
知
ら

せ
は
、
１
月
末
に
封
書
に
て
発
送
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
11
月
診
療
分
の

自
己
負
担
額
の
合
計
等
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
等
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
令
和
３
年
12
月
診
療
分
は

記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
領
収
書

を
も
と
に
医
療
費
控
除
明
細
書
の
作
成

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

　
（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

・
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
５
５
‐
２
３
６
‐
５
６
７
１

◀◀◀国税庁LINE
公式アカウン
トはコチラか
ら！

　e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
　☎0570-01-5901

※その他の相談会の日程については広報１月号P19
に掲載しています。

※昨年までニコリで開催していた税務署と県と市の
共同での申告書作成相談会は、本年以降の開催が
なくなりましたので、ご了承ください。
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新型コロナワクチン・給付金

◆３回目の接種（追加接種）について（令和４年１月16日時点）

　ワクチン接種の予約は電話（コールセンター）、インターネット、LINEで受付け
ています。医療機関へは直接予約できませんので、ご注意ください。

新型コロナワクチン接種のお知らせ

全市民に1万円を支給
コロナ対策くらし応援臨時特別給付金

　新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、
市民一人あたり1万円を支給します。
　詳細は、世帯主宛に確認書を送付しますので、
お待ちください。

■支給対象者　全市民（令和4年3月31日までに
出生し、市民となった新生児も対象）

■支　給　額　一人あたり1万円
■申 請 手 続　対象世帯に「確認書」を送付します。
　　　　　　　※2月中旬送付予定
　　　　　　　内容をご確認のうえ、返送してい
　　　　　　　ただきます。
■問い合わせ　総合政策課 政策推進担当

　　　　　　　　　　（内線355～357）

低所得の子育て世帯への
生活支援特別給付金

申請期限は2月28日（月）まで
　広報６月号・８月号でお知らせしました低所得
の子育て世帯に対する給付金（児童一人あたり
５万円）の申請期限が２月末までとなっています。
　まだ受給をしていない方は、ご確認ください。
■支給対象者
　18歳（年度末年齢）の児童等を監護養育する方
で、次のいずれかに該当する方（家計急変者を含む）
①ひとり親世帯で児童扶養手当受給水準相当の方
②ひとり親世帯以外で住民税非課税相当の方
■申請方法等
　過去の広報・市ホーム
ページをご覧ください。
■問い合わせ
　福祉課 子育て支援担当
　　　（内線175・179）

▲ひとり親
　世帯

▲ひとり親
　世帯以外

　3回目の接種（追加接種）は、2回目の接
種が完了した日から、原則8か月以上経過し
た18歳以上の方が対象です。対象者には順
次接種券を発送します。
　また、新たな変異株の発生状況等を踏ま
え、医療従事者や高齢者施設等の入所者およ
び従事者、病院および有床診療所の入院患者
等で、2回目の接種が完了した日から6か月
以上経過した方は追加接種ができるようにな
りましたので、早めに接種券が必要な方は
コールセンターまでお問い合わせください。
　なお、2回目のワクチン接種後に韮崎市に
転入された方は、接種券付き予診票の発行に
あたり、事前申請が必要ですので、コールセ
ンターまでお問い合わせください。

■問い合わせ
   韮崎市新型コロナウイルワクチン接種
   コールセンター　　☎0570-067489

2回目
接種完了月

接種券送付
（予約開始）

追加（3回目）
接種時期

令和3年3～5月 送付済み 接種開始済み

令和3年6月 令和4年1月下旬から順次 令和4年2月から順次

以降、ひと月ずつ繰り下がります。

…

●高齢者の方（令和３年度中に65歳以上になる方）
　2月からは、2回目の接種が完了した日から7か月以上経過した方、ま

た、3月からは6か月以上経過した方が追加接種の対象となりますの
で、随時、接種券を送付します。

※18歳以上64歳以下の方（昭和32年４月２日以降に生まれた方）
については広報３月号であらためてお知らせします。

【接種券送付時期・接種時期】

◆接種場所とワクチンの種類
【集団接種】保健福祉センター（実施曜日：日曜日）　ワクチンの種類：武田/モデルナ社製
【個別接種】市内医療機関（実施曜日：月～土曜日 ※医療機関ごとの休診日は除きます。）
　　　　　　ワクチンの種類：ファイザー社製
　接種会場により、ワクチンの種類が異なりますので、ご予約の際はご注意ください。
　なお、3回目の接種は、1・2回目の接種と異なるワクチンによる交互接種が可能です。詳しくは、接
種券送付時に同封している「新型コロナワクチン追加（3回目）接種のお知らせ」をご確認ください。

◆１・2回目の接種について
　引き続き予約を受付けています。接種をご希望の方は
お早めにご予約をお願いします。
　接種場所は三井医院または韮崎市立病院です。
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給付金・いきいきウォーキング

　
現
在
、
疾
病
と
の
関
係
が
明

ら
か
で
、
治
療
の
有
効
性
・
安

全
性
等
が
確
立
し
て
い
る
不
妊

治
療
は
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
原
因
が
不
明
な
不
妊

症
に
対
し
て
行
わ
れ
る
体
外
受

精
や
顕
微
授
精
等
に
つ
い
て
は
、

自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
、
不
妊
治
療
に
保
険
を

適
用
す
る
た
め
、
議
論
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
保
険
適
用
外
で
自

己
負
担
と
な
っ
て
い
た
治
療
費

に
関
し
て
は
、
市
が
助
成
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
国
の
動

向
に
よ
り
助
成
要
件
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
現
在
治
療
さ
れ
て
い

る
方
で
、
市
の
助
成
制
度
の
利

用
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
保
健
指
導
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

■日　　時　３月５日（土）　9時20分～（９時受付開始）
■集合場所　韮崎中央公園陸上競技場入口前
■定　　員　20名程度（参加費無料・要予約）
■持ち物等　汗ふきタオル、水分補給できる飲み物、
　　　　　　運動できる服装、歩きやすい靴でご参加ください。
■申込期間　2月14日（月）～24日（木）まで
　　　　　　※定員になり次第、締切ります。
■注意事項
　※当日体温37.5℃以上や体調不良の場合、参加をお断りさせていただきます。
　※マスク着用での実施となります。　　　 ※ペットの同伴はご遠慮ください。
　※悪天候の場合は中止します。
　※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止・変更となる場合があります。

にらさき いきいきウォーキングを開催
韮崎中央公園内を約3キロ程度歩きます。
また、当日はスポーツ推進委員より歩き方の指導があります。

気軽にできるウォーキングを一緒に楽しもう♪

■申込み・問い合わせ
　健康づくり課 保健指導担当
　（保健福祉センター内）
　☎23‐4310

ウェルネス
ポイント
対象事業

特
定
不
妊
治
療
の

保
険
適
用
に
つ
い
て

住民税非課税世帯等への臨時特別給付金（10万円）
　新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、住民税非課税世帯等に対して、臨時特別給付金を支給します。
■支給対象者

①住民税非課税世帯　基準日（12月10日）において、世帯全員の令和３年度分の住民税均等割が非課税で
ある世帯（課税者の扶養親族等のみの世帯は除く）

　②家計急変世帯（住民税非課税世帯は除く）　
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて収入が減少したことにより、世帯全員のそ
れぞれの年収見込額が住民税均等割非課税水準以下となる世帯

■支 給 額　　　　　1世帯あたり一律10万円
■受 給 方 法
　①住民税非課税世帯　期日までに確認書の返送が必要です。

確認書等は、令和３年12月10日時点で韮崎市に住民登録のある方を対象とし
て、住民税非課税世帯の世帯主宛に２月中に送付するため、準備を進めています。
送付された書類をご確認の上、提出してください。

②家計急変世帯　　　申請が必要です。収入状況等を示す書類を添付して申請（受付は、２月下旬からを予
定しています。）をしてください。
詳しくは、準備が整い次第、広報または市ホームページでお知らせします。

■支 給 時 期　　　　　確認書（または申請書）を市が受理した日から２週間後を目安としています。
 ※申請書や添付書類に不備等がある場合は、支給が遅れる場合がありますのでご注意ください。
■問い合わせ　　　　　総合政策課 政策推進担当（内線355～357）
　　　　　　　　　　　国の国民向けのコールセンター　フリーダイヤル 0120-526-145（9時～20時）
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

高額医療、高額介護合算療養費制度・キャッシュレス決済

■
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療　

養
費
と
は
？

　
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
す
。

　
同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
が
、
１
年
間
（
毎
年
８
月

１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
）
に

支
払
っ
た
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
限
度
額
を
超
え
た
金
額
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
ま
た
は
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給

さ
れ
た
金
額
は
、
自
己
負
担
額
か

ら
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
世
帯
で
も
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
が
違
う
場
合
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
高
額
医
療
・
高

額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
対
象
と
な
る
見
込
み
の
被
保

険
者
の
方
に
通
知
を
発
送

　
令
和
２
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
３

年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
お
い

て
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
の
支
給
対
象
と
な
る
見
込
み
の

被
保
険
者
の
方
に
、
令
和
４
年
３
月

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
対
象
の
皆
さ
ん
へ

所得区分（令和2年8月1日～令和3年7月31日） 後期高齢者医療制度
＋介護保険

現役並み（３割）
Ⅲ 課税所得が690万円以上の方 212万円
Ⅱ 課税所得が380万円以上、690万円未満の方 141万円
Ⅰ 課税所得が145万円以上、380万円未満の方 67万円

一般（1割） 現役並み所得者、低所得者以外の方
（課税所得が145万円以下の方） 56万円

低所得者Ⅱ（1割） 世帯員全員が住民税非課税である方 31万円

低所得者Ⅰ（1割）
世帯員全員が住民税非課税で、各種収入等から必要
経費・控除を差し引いた所得の合計が0円となる世
帯の方（年金収入のみの場合は80万円以下の方）

19万円

【高額医療・高額介護合算療養費の自己負担限度額（年額）】

キャッシュレス決済を導入！

■利用開始日
　２月１日から
　※PayPayは２月24日から、d払いは３月10日から
■対象料金等
　証明書等発行手数料（市民生活課）
　上下水道使用料・各種手数料（上下水道課）
　※利用限度額　50,000円
■問い合わせ

市民生活課 戸籍住民担当（内線123～126）
上下水道課 水道管理担当（内線616・617）

上
旬
頃
、
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
通
知
と
申
請
書
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
通
知
に
同
封
さ
れ
た
申
請
書
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
場
所

　

市
民
生
活
課 

国
保
年
金
担
当
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
提
出
先
は
令
和
３
年
７
月
31
日
に

住
民
登
録
の
あ
っ
た
市
町
村
と
な

り
ま
す
。

※
申
請
の
時
効
は
、
通
知
が
お
手
元

に
届
い
て
か
ら
２
年
間
で
す
。

◇
２
か
所
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

【
医
療
分
】

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
（
申
請
か
ら

２
～
３
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
）。

【
介
護
分
】

　

医
療
分
支
給（
不
支
給
）決
定
後
、

長
寿
介
護
課
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

　
（
内
線
１
２
７
～
１
２
９・１
３
７
）

　
長
寿
介
護
課
介
護
保
険
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
３

　
山
梨
県

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
５
５
‐
２
３
６
‐
５
６
７
１

【利用可能な決済方法】

決済方法 ブランド

クレジットカード
VISA・Mastercard・
JCB・American Express・
Diners Club

電子マネー
QUICPay・交通系・
楽天Edy・nanaco・
WAON

QRコード
PayPay・ｄ払い・
メルペイ・LINE Pay・
auPAY・FamiPay・
Alipay・Wechat pay等

　デジタル化の推進と利便性向上のため、手数料
等の支払いにキャッシュレス決済が利用できるよ
うになりました。ぜひご活用ください。
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犬や猫の飼い方

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
動
物
の
命
を
預
か
る
こ
と
で
す
。
飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
住
民
や
地
域
社
会
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
飼
い
主
と
し
て
の
責
務
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
飼
育
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

犬
の
飼
育

猫
の
飼
育

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
次
の
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
犬
の
登
録

　
全
て
の
飼
い
犬
は
、
市
へ
の
登

録
手
続
が
必
要
で
す
。
他
市
町
村

か
ら
転
入
し
た
際
も
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
登
録
料
３
，０
０
０
円（
本

市
お
よ
び
他
市
町
村
で
登
録
済

の
犬
は
無
料
）

　
登
録
時
に
市
が
交
付
す
る
鑑
札

は
必
ず
犬
の
首
輪
等
に
装
着
し
て

く
だ
さ
い
。
迷
子
札
と
同
じ
役
目

を
し
ま
す
。
ま
た
、
迷
い
犬
の
保

護
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
確
実
な

係
留
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種

　
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
獣
医
師
が
接
種
困

難
と
判
断
し
た
場
合
は
、
注
射
猶

予
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
市
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

　
予
防
注
射
の
接
種
と
併
せ
て
注

射
済
票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
動
物
病
院
で
接
種
し

た
場
合
は
、
市
へ
届
け
出
の
う
え

注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
注
射
済
票
は
犬
の
登
録
時

に
交
付
さ
れ
る
鑑
札
と
同
様
、
犬

の
首
輪
等
に
必
ず
装
着
し
て
く
だ

さ
い
。

※
交
付
手
数
料
５
５
０
円

④
各
種
登
録
の
変
更
届

　
市
で
は
、
飼
い
犬
の
情
報
を
台

帳
管
理
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　
飼
い
主
の
変
更
、
住
所
変
更
、

犬
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
30
日

以
内
に
市
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

①
室
内
で
の
飼
育

　
猫
は
室
内
で
飼
う
こ
と
で
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
交

通
事
故
や
感
染
症
の
危
険
を
少
な

く
し
、
ご
近
所
と
の
無
用
な
ト
ラ

ブ
ル
や
虐
待
な
ど
の
被
害
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
室
内
飼
育
は
「
猫
を
家
に
閉
じ

込
め
る
」
の
で
は
な
く
、
快
適
に

暮
ら
す
環
境
を
整
え
る
こ
と
な
の

で
す
。
室
内
で
の
飼
育
に
努
め
る

こ
と
は
、「
山
梨
県
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
お

い
て
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
所
有
者
の
明
示

　
猫
が
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
備
え
て
、
首
輪
等
に
飼
い

主
の
連
絡
先
を
書
い
た
「
迷
子

札
」
を
装
着
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
も
し
も
の
と
き
に
、
役
立
ち

ま
す
。

愛
が
あ
る
な
ら

繁
殖
制
限

　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
」
に
お
い
て
は
、
飼
い

主
の
犬
お
よ
び
猫
の
繁
殖
制
限
の

義
務
が
規
程
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
犬
は
約
60
日
間
隔
で
発
情
し
、

１
回
の
出
産
で
５
～
10
頭
の
子
犬

を
産
み
、
猫
は
１
回
の
出
産
で
４

～
８
匹
の
子
を
産
み
、
１
年
に
２

回
～
４
回
、
出
産
が
可
能
で
す
。

　
き
ち
ん
と
世
話
が
で
き
る
数
以

上
の
動
物
を
飼
う
と
、
動
物
が
健

康
で
快
適
に
暮
ら
せ
な
い
だ
け
で

な
く
、
周
囲
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
災
害
が
起
こ
る
こ
と
を

想
定
し
、
一
緒
に
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
る
頭
数
を
考
慮
し
て
飼
育

し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　2月は各地区および拠点リサイクル会場で、蛍光灯や乾電
池、水銀含有物等の有害ごみの収集を行います。次回は9月と
なりますので、この機会にお忘れのないように排出してください。
　なお、割れた蛍光灯や電球（LEDを含む）、グローランプ
は、不燃ごみとして排出をお願いします。
　収集場所や日程については、各戸配付してあります「ごみ・
資源物収集日程表」をご覧ください。
　また、生活環境担当窓口でも蛍光灯、乾電池、水銀含有物等
を回収していますのでご利用ください。
■電子タバコの廃棄方法
　電子タバコに内蔵されているリチウムイオ
ン電池は、有害ごみに該当します。
　電子タバコを廃棄する場合は、本体ごと有
害ごみとして排出してください。

■このページに関する問い合わせ
　市民生活課 生活環境担当（内線131・132）

蛍光灯・乾電池・鏡などの
有害ごみを収集します

有害ごみ

犬
や
猫
の
飼
い
方
を

　
　
　
　
　 

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
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消防団出初式

　
１
月
9
日（
日
）、
市
営
総
合
運
動
場
で
、
新
春
を
飾
る
韮
崎
市
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
２
年
ぶ
り
に
、
ま
た
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
、
長
年

に
わ
た
り
消
防
団
と
し
て
活
動
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
甲
種
功
労
章

●
穂
坂
分
団　
降
矢
孝
博

●
中
田
分
団　
斉
藤　
治

●
神
山
分
団　
下
平
朗
広

●
ラ
ッ
パ
隊
　
伊
藤
和
正

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
乙
種
功
労
章

●
韮
崎
分
団　
岩
下
晃
一　
小
林
重
治

大
久
保
修　
伏
見
和
彦

●
穂
坂
分
団　
中
根
義
伸　
石
川
和
也

　
　
　
　
　
　
小
澤
真
太

●
藤
井
分
団　
作
地
真
一　
窪
田
哲
也

小
澤
辰
徳

●
中
田
分
団　
小
川
龍
裕　
秋
山
昌
彦

●
穴
山
分
団　
小
泉
智
士　
飯
野
泰
崇

●
円
野
分
団　
伊
藤
正
樹

●
清
哲
分
団　
清
水
英
雄　
藤
巻
英
司

●
神
山
分
団　
工
藤
和
弥

●
旭
分
団　
鈴
木
勇
也　
㓛
刀
清
太

●
大
草
分
団　
伏
見
圭
介　
赤
澤　
徹

●
竜
岡
分
団　
浅
川　
亮　
田
中　
聡

中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
向
山
建
志　
齊
藤　
学

●
穂
坂
分
団　
望
月
由
穂　
向
山
健
一

●
穴
山
分
団　
細
窪
康
弘

●
円
野
分
団　
山
形
喜
久
太

●
ラ
ッ
パ
隊
　
伊
藤
和
正

甲
斐
警
察
署
管
内
防
犯
功
労
者
表
彰

●
韮
崎
分
団　
高
野
雅
也　
野
田
隆
史

横
内
郷
志　
渡
邊
譲
司

　
　
　
　
　
　
保
坂
太
郎

●
穂
坂
分
団　
石
原
浩
二　
望
月
正
仁

　
　
　
　
　
　
海
瀬
英
樹　
近
藤
圭
祐

●
藤
井
分
団　
長
坂
宗
雄　
横
森
一
祥

●
中
田
分
団　
平
賀
雅
仁　
小
澤
浩
二

●
穴
山
分
団　
伊
藤
洋
治　

●
円
野
分
団　
秋
山　
浩

●
清
哲
分
団　
内
藤
卓
也　
清
水
剛
史

●
神
山
分
団　
内
藤
宏
貴

●
旭
分
団　
小
林
珠
里　
㓛
刀
清
太

●
大
草
分
団　
清
水
正
則　
漆
原　
俊

●
竜
岡
分
団　
野
口
一
成　
深
沢
義
典

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
八
巻
宏
亘　
深
澤　
明

　
　
　
　
　
　
向
山
仁
士　
近
藤
敏
弘

瀧
田
孝
明　

　
　
　
　
　
　
久
保
寺
唯
之

●
穂
坂
分
団　
横
森
一
也　
平
賀
信
一

横
森
謙
治　
細
田
裕
之

●
藤
井
分
団　
窪
田
裕
一　
望
月　
澔

　
　
　
　
　
　
石
澤
高
志

●
中
田
分
団　
今
福
茂
樹　
保
阪
寿
男

●
穴
山
分
団　
伊
藤　
仁　
島
田　
親

●
円
野
分
団　
矢
卷
利
之　
中
島
隆
之

●
清
哲
分
団　
伏
見
大
志　
清
水
大
輔

●
神
山
分
団　
功
刀
政
司　
猪
又
啓
佑

●
旭
分
団　
田
中　
努　
土
橋
和
憲

●
大
草
分
団　
土
橋
達
矢　
圡
橋
浩
章

●
竜
岡
分
団　
中
山
昌
平　
岩
出
俊
介

山
梨
県
消
防
協
会
峡
北
支
部
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
中
村
太
一　
石
川
祐
也

中
村
広
和　
鈴
木
和
臣

雨
宮
裕
器　
佐
藤
福
弘

　
　
　
　
　
　
成
島
秀
樹　

●
穂
坂
分
団　
樋
口　
悟　
横
森
光
宏

横
森
裕
二　
岡
田
一
真

澤
崎
裕
太　
峰
岸
弘
輔

●
藤
井
分
団　
青
木
雅
美　
佐
藤
槙
哉

白
倉
宏
信　
前
島　
誠

●
中
田
分
団　
井
田　
学　
山
本
啓
義

●
穴
山
分
団　
生
山　
龍　
新
藤　
収

犬
飼
啓
郎　

●
円
野
分
団　
秋
山
和
貴　
細
田
啓
輔

●
清
哲
分
団　
小
澤
武
史　
荒
木
翔
太

●
神
山
分
団　
大
口
智
裕　
樋
口
正
佳

●
旭
分
団　
土
橋
和
憲　
小
澤
潤
哉

久
保
田
圭
太

●
大
草
分
団　
矢
崎
貴
大　
飯
野
健
一

●
竜
岡
分
団　
浅
川
裕
康　
小
宮
山
真

　
　
　
　
　
　
齊
藤
一
紀

市
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
白
倉　
隆　
平
賀
洋
志

　
　
　
　
　
　
清
水
力
徳　
山
下
大
輔

●
穂
坂
分
団　
横
森
誠
嗣　
大
柴
昇
悟

平
賀
一
彦　
福
田
典
和

●
藤
井
分
団　
荒
井　
悟　
宮
崎
洋
一

　
　
　
　
　
　
原　
和
明　
田
中
俊
彦

●
中
田
分
団　
山
本
大
介　
越
石　
久

●
穴
山
分
団　
山
寺　
求　
石
合　
治

●
円
野
分
団　
細
田
啓
輔

●
清
哲
分
団　
雨
宮
良
樹　
笹
本
祐
馬

●
神
山
分
団　
山
本
覚
也　
芦
澤
佑
亮

●
旭
分
団　
中
島　
章　
小
澤
潤
哉

●
大
草
分
団　
花
輪
潤
一　
中
込　
豊

●
竜
岡
分
団　
千
葉
圭
二　
小
宮
山
真

団
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
原　
朋
輝　
大
柴　
敦

三
枝　
聖　
工
藤
慎
也

小
池
卓
朗　
長
坂
直
人

●
穂
坂
分
団　
名
取
一
也　
志
村
和
也

横
森
俊
樹　
名
取
豊
和

保
延
高
徳　
中
川
正
樹

●
藤
井
分
団　
宮
川　
心　
守
屋
謙
一

上
田　
敦　
石
川　
稔

　
　
　
　
　
　
長
田
由
孝

　
　
　
　
　
　
古
明
地
哲
也

●
中
田
分
団　
保
阪
進
太
郎　

　
　
　
　
　
　
保
坂
知
裕　
小
林
徹
也

●
穴
山
分
団　
守
屋　
衛　
河

弘
樹

　
　
　
　
　
　
栗
原
秀
和

●
円
野
分
団　
山
本　
努　
山
形
智
樹

●
清
哲
分
団　
小
澤
健
人　
濟
藤
竜
仁

●
神
山
分
団　
金
山
雄
一
郎

　
　
　
　
　
　
近
藤　
卓

●
旭
分
団　
田
中
俊
彦　
小
林
珠
里

久
保
田
圭
太

●
大
草
分
団　
田
中
宏
和　
清
水
謙
太

土
橋
昌
幸

●
竜
岡
分
団　
水
川
美
秋　
山
本
貴
幸

齊
藤
次
郎

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課 

危
機
管
理
担
当

　
（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

韮
崎
市
消
防
団
出
初
式
を
挙
行
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減災フォーラム

第13回 韮崎市減災フォーラム
入場無料
託児所有

日時：2月19日（土）　14時～15時30分（受付13時30分～）
場所：東京エレクトロン韮崎文化ホール　大ホール
定員：500名（どなたでもご参加いただけます）

　平成21年度の開催以来、毎年実施している減災フォーラムも、今年度で13回目となりました。
　今回は、「家庭における減災」をテーマに、災害の軽減（減災）のための行動について、原点に立
ち返った内容を予定しています。自分の命・家族の命を守るため、基本的なことを再度確認してみま
せんか。
　また、地域減災リーダーの方々を対象にしたスキルアップ研修も併せて実施します。防災・減災に
関する最新の情報・知識を習得し、スキルアップをしましょう。

■託児申込み・問い合わせ　総務課 危機管理担当（内線339・399）

※「WEラブ赤ちゃんプロジェクト」とは、公共の場で泣き出してしまった赤ちゃんを一生懸命あやすママパパたちを「泣いても
いいよ！」と暖かく見守るプロジェクトです。

※感染症対策のため、必ずマスクの着用をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催を中止する場合がありますのでご了承ください。

　会場である東京エレクトロン韮崎文化ホール内に0歳から小学生までのお子さんを対象とした託児所
を用意します。ぜひご利用ください（先着順、事前申込制）。
　■定員：30名 　■託児時間：13時45分～15時45分 　■託児申込期限：2月14日（月）
　なお、小学生以上のお子さんは、託児所内で減災に関するワークショップを開催します。お子さんも
一緒に減災知識を学べる良い機会ですので、お気軽にご利用ください。
　また、「WEラブ赤ちゃんプロジェクト」に本市も賛同し、お子さん同伴での入場も可能としていま
すので、ぜひお気軽にご来場ください。

第2部　基調講演（60分）第1部　研修（30分）

協
定
を
締
結

　

12
月
24
日（
金
）、
東
日
本
三

菱
自
動
車
販
売
株
式
会
社
様
お

よ
び
三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会

社
様
と
「
災
害
時
に
お
け
る
電

動
車
両
等
の
支
援
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時

に
電
力
供
給
の
支
援
と
し
て
、

電
動
車
両
と
外
部
給
電
に
必
要

な
機
器
を
貸
与
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
内
容
で
す
。
災
害
時
の

電
力
確
保
は
、
避
難
生
活
に
非

常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
相
互

に
協
力
し
、
円
滑
な
災
害
応
急

対
策
を
実
施
し
ま
す
。

▼プラグイン
　ハイブリットＥＶ車

地域減災リーダー
スキルアップ研修

講師　向
むこう

山
や ま

 建
た て

生
お

 氏

家庭における減災について
～子育て世代にぜひ聴いてもらいたい～

講師　松
ま つ

本
も と

 久
く

美
み

 氏

- DATA -
・子育て支援員
　（韮崎市子育て支援セン
　ターにら★ちび勤務）
・防災士
・韮崎市女性消防協力隊長
・韮崎mamaモンズ代表

- DATA -
・韮崎市地域減災リーダー
　連絡協議会長
・韮崎市防災委員
・NPO法人
　減災ネットやまなし
　理事長

※定員になり
　次第終了
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南
ア
ル
プ
ス
学
講
座
・

取
組
発
表
会

　
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
は
、
平
成
26
年
に
登
録
さ
れ

て
か
ら
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
登
録
エ
リ
ア
は
、
３
県
（
山
梨

県
、
長
野
県
、
静
岡
県
）
10
市
町

村
（
北
杜
市
、
韮
崎
市
、
南
ア
ル

プ
ス
市
、
早
川
町
、
伊
那
市
、
飯

田
市
、
大
鹿
村
、
富
士
見
町
、
静

岡
市
、
川
根
本
町
）
に
お
よ
ぶ
国

内
最
大
面
積
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
で
す
。「
高
い
山
、
深
い
谷

が
育
む
生
物
と
文
化
の
多
様
性
」

を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
特
色
あ
る
自
然
を

学
べ
る
、
南
ア
ル
プ
ス
学
講
座
＆

取
組
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
３
月
５
日（
土
）

①
取
組
発
表
会

　
13
時
30
分
～
15
時

　
（
13
時
か
ら
受
付
開
始
）

・
韮
崎
市

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甘
利
山
倶
楽
部

「
甘
利
山
の
自
然
保
護
と
利
活

用
」

※
そ
の
他
、
北
杜
市
、
南
ア
ル
プ

ス
市
、
早
川
町
か
ら
各
１
団
体

20
分
ず
つ
発
表
し
ま
す
。

②
南
ア
ル
プ
ス
学
講
座

　
15
時
15
分
～
16
時
10
分

「
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
登
録
か
ら
ま
も
な
く
10

年
」

　
講
師　

　
日
本
自
然
保
護
協
会
保
護
部

　
日
本
М
Ａ
Ｂ
計
画
支
援
委
員
会 

　
委
員　
若わ

か

松ま
つ 

伸の
ぶ

彦ひ
こ 

氏

■
開
催
方
法　

　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ　
　

 

（
定
員
70
名
）

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
込
み

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

■
申
込
期
間　
２
月
１
日（
火
）

　
　
　
　
　
～
２
月
21
日（
月
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
商
工
観
光
担
当

　
（
内
線
２
１
５
）

■
主
催

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
山
梨
県
連
絡
協
議
会

小林一三生誕150年記念企画

　令和５年１月３日、韮崎生まれの偉人、小林一三は生誕150年を迎えます。
　これを記念し、今月号から計11回に亘り、市民の皆さんに『一三ゆかりの地』をご紹介します。

逸翁・耳庵研究所　代表　 向
むこう

山
やま

 建
たて

生
お

　

「ＪＲ韮崎駅」
　1870年（明治３年）に一三の姉、竹代が生まれました。その年の10月、国に鉄
道建設や港湾改修等を目的とした工務省が創設されると、早くも２年後の明治５年
に、新橋-横浜間に日本最初の全長25キロメートルの鉄道が開通しました。汽笛
一声新橋を･･･♪･･･です。その後、鉄道建設は飛躍的に進展し、1889年（明治22
年）7月に新橋-神戸間（東海道線）が全線開通します。そして1907年（明治40
年）、それまで銀行員だった一三が関西で鉄道事業に関わっていきます。
　中央線の建設計画は、当初、二つのルート案が出ました。一つは、「御殿場-籠
坂-御坂-甲府ルート」で、もう一つは、既に甲州人雨宮敬次郎（現甲州市生ま
れ）によって経営されていた甲武鉄道（飯田町-八王子間）を買収して甲府に至る
ルートです。検討後、後者が選ばれ、1896年（明治29年）に着工されます。トン
ネルの多い難工事でした。そして1903年（明治36年）6月11日に甲府まで開通し、韮崎駅は同年12月15日
に開通。韮崎宿の姿が大きく変わっていきます。開通当時、一三は三井銀行東京本店に勤めており、日記に

「夕方から雨が降り出した。寒い日だ。今日は韮崎まで汽車が開
通した。さぞ賑やかな事だろう」と書いています。事実、その日
は韮崎で降雪があったようですが、盛大に式典が行われ、韮崎小
学校の児童も手旗を持って参加しました。
　小林一三が中央線を最初に利用した日付は定かではありません
が、1906年（明治39年）2月25日に信濃町から乗車して甲府に
向かったとあります。また、最後に利用したのは、1951年（昭
和26年）11月25日です。午前８時10分新宿発の準急に乗り、午
前10時47分に甲府駅に到着しました。甲府で車をチャーターし
て竜王の親戚宅を訪れ、さらに韮崎を訪問して墓参りし、親戚や
友人らと逢っています。

▲銀行員時代の一三

▲韮崎駅開通日の様子

第1回

小林一三生誕150年記念・南アルプスユネスコエコパーク

一三ゆかりの場所をめぐる

•••••••••••••••••••••••••••••
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まちかどトピックス
MACHIKADO TOPICS

スポーツ推進委員功労者を受賞
　12月21日（火）、スポーツ推進委員の牛

う し

山
や ま

二
ふ

美
み

子
こ

さんと仲
な か

田
だ

隆
たかし

さんが、令和3年度スポーツ推進委員功労者として文部科学
省から表彰されたことの報告に来庁されました。長年に渡り地
域スポーツの振興に寄与され、現在も、子どもスポーツの体験
教室や地域における体力測定会の開催など、熱意を持って取り
組んでいることが認められたものです。受賞、おめでとうござ
います。これからも「誰もが明るく元気なスポーツのまちづく
り」にご協力をよろしくお願いします。

「税についての作文」優秀作品を表彰
　12月10日（金）、令和3年度中学生の「税についての作文」
の入賞者への賞状授与式を執り行いました。
・市長賞　　韮崎東中学校　3年　小

お

野
の

 美
み

咲
さ き

さん
・教育長賞　韮崎東中学校　3年　齊

さ い

木
き

 凜
り

乃
の

さん
　2人の作文からは、生活を支えている税金の大切さ、重要さ
をあらためて実感してもらえたことが分かり、これからを担う
世代に、頼もしさを感じました。入賞、おめでとうございます。

市内小中学校にご寄付いただきました
　12月23日（木）、旭陽電気株式会社様から市内小中学校にタ
ブレット端末用クッションケースと2WAYタッチペン2,000
セットのご寄付をいただきました。市では今年度から、1人1
台タブレット端末の運用を開始していますので、授業での活用
や、保管・移動の際の持ち運びに大切に使わせていただきま
す。金

か な

山
や ま

光
み つ

雄
お

代表取締役社長からは「地域の企業として、子ど
もたちのために会社をあげて支援を続けていきたい。」とごあ
いさつをいただきました。

にらさきいきいきウォーキングに参加！
　12月25日（土）、「にらさきいきいきウォーキング海ごみZEROプロ
ジェクト編atクリスマス」に参加しました。山梨県に海はありませ
んが、駿河湾の上流に位置するため、川に捨てられたごみは海へと運
ばれてしまいます。環境汚染の問題だけでなく、有害物質などが吸着
したごみを魚がエサと間違えて食べることで、生態系や人体への影響
も懸念されています。落ちているごみを拾ったり、マイボトル・マイ
バッグを持参したり、環境に優しい活動を日々、続けたいと思います。

［投稿記者］　樋
ひ

口
ぐ ち

 敦
あ つ

一
ひ と

さん　写真：韮崎市

山梨県知事賞を受賞！
　12月2日（木）、「第5回やまなし水土里を育む集い」が開催
され、農村環境保全などの取り組みを活発に行っている団体に
贈られる「多面的機能増進活動表彰」で、小田川地域農村資
源・環境保全推進委員会が山梨県知事賞を受賞しました。農業
用水路周辺の草刈・泥上げによる農地維持をはじめとした、幅
広い取り組みを展開しています。受賞、おめでとうございます。
今後も、農地を活用した地域活性化に期待しています。

レポート
Vol.8

市
記
民
者



16

イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

「
ニ
コ
リ
ち
ゃ
ん
ね
る
」
公
開
中

　
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ

リ
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
10
周
年
記
念
動
画
他
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
画

を
公
開
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
！

大
村
記
念
図
書
館
×
放
送
大
学
×

山
梨
大
学
共
催
企
画

放
送
大
学
公
開
講
座
「
金
属
入
門

～
歴
史
・
工
芸
・
工
業
～
」

　
現
代
で
は
、
多
く
の
工
業
製
品

は
も
ち
ろ
ん
、
美
術
品
や
装
飾
品

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
金
属
が
適
材
適

所
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

意
外
に
そ
の
種
類
や
違
い
は
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

美
し
さ
と
実
用
性
を
兼
ね
備
え
た

材
料
で
あ
る
金
属
の
多
様
な
姿
や

性
質
を
お
話
し
ま
す
。

■
講
師　
放
送
大
学
客
員
教
授
・

　
山
梨
大
学
教
授

　
近こ

ん

藤ど
う 

英え
い

一い
ち 

氏

■
日
時　
２
月
12
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
45
分

※
受
付
は
13
時
15
分
か
ら
。
検
温

と
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
入
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
定
員
・
費
用

　
40
人
程
度
・
参
加
費
無
料

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８

三
ツ
星
シ
ネ
マ
上
映
会
第
10
弾
！

「
悲
し
み
よ
り
、
も
っ
と
悲
し
い

物
語
」（
２
０
１
８
年 
台
湾
）

　
大
ヒ
ッ
ト
し
た
同
名
韓
国
映
画

の
台
湾
リ
メ
イ
ク
版
と
な
る
こ
の

映
画
は
、
２
０
１
８
年
台
湾
国
内

映
画
興
行
収
入
第
１
位
を
記
録

し
、
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
ま

し
た
。「
た
と
え
こ
の
世
か
ら
消

え
よ
う
と
、
幸
せ
に
し
た
い
人
が

い
る
。」こ
の
冬
一
番
の
感
動
作

を
お
届
け
し
ま
す
。

■
日
時　
２
月
20
日（
日
）

　
午
前
の
部(

吹
替
版)

　
開
場
９
時
30
分

　
上
映
10
時

　
午
後
の
部（
字
幕
版
）

　
開
場
13
時
30
分 

　
上
映
14
時 

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　
会
議
室
９

■
対
象　
中
学
生
以
上

■
定
員　
各
30
名

■
申
込
み　
２
月
12
日（
土
）か
ら
、

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
無
料

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
（
原

則
一
人
２
枚
ま
で
。
電
話
で

の
お
取
り
置
き
は
で
き
ま
せ

ん
）。配
布
の
際
に
は
お
名
前

と
連
絡
先
を
ご
記
入
い
た
だ

き
ま
す
（
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
）。当
日
は
チ
ケ
ッ
ト
を
持

参
し
、
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、

上
映
開
始
時
間
の
10
分
前
ま
で

に
は
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
の
際
に
は
、
検
温

等
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

「
冬
も
ス
ポ
ー
ツ
が
熱
い
！
」展
示

　
冬
は
こ
た
つ
や
エ
ア
コ
ン
の
き

い
た
部
屋
に
い
る
時
間
が
長
く
な

り
ま
す
が
、
そ
ん
な
冬
だ
か
ら
こ

そ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
ふ
れ
て
み
ま
せ

ん
か
？
ス
キ
ー
や

ス
ケ
ー
ト
な
ど
身

近
に
楽
し
め
る
ウ

ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
や
競
技
種
目
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
に
引
退
し

た
選
手
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

本
も
集
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

　
１
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
２
月
24
日（
木
）

「
お
は
な
し
会
」

　
季
節
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
お
は
な
し
会
に
参
加

さ
れ
た
方
に
お
り
が
み
と
折
り
方

の
解
説
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
お

う
ち
で
お
り
が
み

を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
日
時　
２
月
12
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
か
ら
20
分
程
度

■
場
所　
読
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　
マ
ス
ク
の
着
用
が
可
能

な
２
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も

朗
読
の
つ
ど
い　

(

無
料)

　

２
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
２
月
19
日（
土
）

　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
し
だ
れ
桜
」  

瀬
戸
内 

寂
聴 

作

朗
読　
春し

ゅ
ん

藤ど
う 　
博ひ

ろ

子こ 

氏

「
少
年
と
犬
」  

馳　
　

 

星
周 

作

朗
読　
杉す

ぎ

山や
ま　

 

菊き
く

枝え 

氏

「
利
休
鼠
」　

  

畠
中 　
　
恵 

作

朗
読
　
田た

代し
ろ

　 

律り
つ

子こ 

氏

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
中
央
公
民
館

で
受
講
し
よ
う
！
（
無
料
）

「
よ
く
わ
か
る

食
品
添
加
物
の
お
は
な
し
」

　
山
梨
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ

ー
が
開
催
す
る
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使

っ
た
ス
ク
リ
ー
ン
講
座
で
す
。
今

回
は
食
品
添
加
物
の
お
は
な
し
で

す
。「
食
品
添
加
物
＝
体
に
悪
い

も
の
」
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
種
類
や
役
割

を
正
し
く
学
び
、
今
後
の
食
生
活

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
２
月
24
日（
木
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

■
講
師　
元
山
梨
学
院
大
学
健
康

　
栄
養
学
部
教
授　
仲な

か

尾お 

玲れ
い

子こ 

氏

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
定
員　
15
名

■
申
込
み

　

２
月
１
日（
火
）か
ら
先
着
順

ニ
コ
ニ
コ
食
育
講
座
（
要
予
約
）

　
お
う
ち
時
間
が
増
え
て
い
る
こ

の
機
会
に
、
手
作
り
お
や
つ
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
講
座
の
間

は
無
料
で
託
児
を
利
用
で
き
ま
す
。

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６
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■
日
時　
２
月
２
日（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
調
理
室

■
講
師　
健
康
づ
く
り
課
栄
養
士

■
対
象　
市
内
に
お
住
ま
い
の
１

歳
６
か
月
以
降
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者　
８
名

■
参
加
費　
２
０
０
円

※
今
回
、
調
理
は
行
い
ま
せ
ん
。

レ
シ
ピ
紹
介
、
材
料
の
お
持
ち

帰
り
と
な
り
ま
す
。

※
韮
崎
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ポ
イ
ン
ト

対
象
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

親
子
で
楽
し
むピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

（
要
予
約
・
参
加
費
無
料
）

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
で
も
安

心
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

親
子
で
音
楽
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　
２
月
４
日（
金
）

　
　
　
　
開
場
10
時
15
分

　
　
　
　
開
演
10
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象　
未
就
園
児
の
親
子
30
組

■
演
奏
者　
齊さ

い

藤と
う 

一か
ず

也や 

氏

（
韮
崎
市
出
身
）

に
ら
★
ち
び
ま
つ
り

（
要
予
約
・
参
加
費
無
料
）

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
に
や
さ
し

い
お
店
や
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
に

ら
さ
き
子
育
て
応
援
団
『
に
ら
ぐ

る
み
ん
』
が
笑
顔
に
な
れ
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
♪

■
日
時　
２
月
16
日（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
13
時

■
場
所　
３
階
に
ら
★
ち
び

■
定
員　
未
就
園
児
の
親
子
40
組

■
持
ち
物　
エ
コ
バ
ッ
グ

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
信
玄
公
祭
り
」
で
会
場
警

備
係
と
し
て
お
手
伝
い
を
い
た

だ
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
業
務
日
時

　
４
月
９
日（
土
）

　
14
時
～
19
時
30
分（
予
定
）

■
応
募
資
格

①
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
70
歳

未
満
で
人
を
喜
ば
せ
る
の
が

好
き
な
方

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方

※
高
校
生
の
場
合
、
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。

■
応
募
方
法

　
　
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、

信
玄
公
ま
つ
り
公
式
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
２
月
18
日（
金
）
必
着

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
内

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
２
２
３
０

０
５
５
‐
２
２
１
‐
３
０
４
０

y-ogaw
a@

yam
akan-sk.jp

第
49
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

信
玄
公
ま
つ
り

公
式
サ
イ
ト
▼

お手紙大募集！
　NHK-BSプレミアムで放送予定の「にっぽん縦断 こころ旅
（2022春の旅）」。3月28日、和歌山県をスタート。奈良、
京都、滋賀から山梨に飛び、群馬、栃木を巡り、福島、宮城、
岩手、青森と太平洋側を北上し、夏の北海道を目指します。
　番組では、皆さんからのお手紙で旅のルートを決定するた
め、市内の「忘れられない場所、風景」にまつわる手紙を募集
しています。

【応募期限】　3月22日（火）必着

■応募内容
　①住所　 ②氏名　 ③電話番号　 ④性別　 ⑤年齢　
　⑥思い出の場所や風景にまつわるエピソード
■応募方法
　◦番組ホームページ　http://nhk.jp/kokorotabi
　◦FAX　03-3465-1327
　◦郵送　〒150-8001　NHK「こころ旅」係

山梨県の放送予定
5月9日（月）～5月13日（金）

■問い合わせ　NHKふれあいセンター
　　　　　　　　　 ☎0570-066-066

～皆さんの「こころの風景」を教えてください～

月曜版　　　    7時45分～7時59分
火曜～金曜　    7時45分～7時59分
　　　　　  　19時～19時29分
土・日再放送  11時～11時58分

放
送
時
間

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
記
載
の
内
容
が
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

（
有
料
広
告
）

　
お
知
ら
せ

堀
切
橋
拡
幅
整
備
工
事
に
よ
る
全

面
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　
現
在
、
24
時
間
の
片
側
交
通
規

制
中
に
よ
り
、
皆
さ
ん
に
は
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
、
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
月
10
日
か
ら
は
全
面
通
行
止

め
と
な
り
、
大
規
模
な
交
通
渋
滞

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
急
な
規
制

解
除
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
ま

す
の
で
、
期
間
中
は
、
な
る
べ
く

迂
回
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か

に
自
己
搬
入
を
す
る
方
は
、
ご
不

便
を
か
け
ま
す
が
、
市
道
龍
岡
18

号
線
側（
圃
場
整
備
工
事
現
場
内
）

か
ら
迂
回
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
10
日（
木
）～

３
月
31
日（
木
）

　
24
時
間
全
面
通
行
止
め

■
場
所　
龍
岡
町
下
條
南
割
地
内

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
建
設
土
木
担
当

（
内
線
２
４
９
）

山
梨
県
の
最
低
賃
金
改
正

　
令
和
３
年
12
月
15
日
か
ら
「
山

梨
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃

金
」
は
時
間
額
９
３
４
円
に
、
令

和
３
年
12
月
11
日
か
ら
「
山
梨
県

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
最
低

賃
金
」
は
時
間
額
９
３
８
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
梨
県
最
低
賃
金
は
、

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額

８
６
６
円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
山
梨
労
働
局
賃
金

室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
２
８
５
４

環
境
美
化
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
協
働
で
進
め
る
清
掃
活
動
な

ど
の
環
境
美
化
活
動
（
ア
ダ
プ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
作
業
に
は
約
２
０
０
人
の
方

々
が
参
加
し
、
除
草
や
ゴ
ミ
拾
い

等
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
内
各
所
、
公
園
等
の

公
共
施
設
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
美
化
活
動
を
し
て
い
た
だ
け

る
個
人
ま
た
は
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
計
画
管
理
担
当

　
（
内
線
２
５
３
）

　
農　
業

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
農
業
者
年
金
制
度
は
農
業
者
の

た
め
だ
け
に
用
意
さ
れ
た
政
策
年

金
で
、
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
、「
農

業
者
の
確
保
」
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満
、
年

間
60
日
以
上
農
業
従
事
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
）
で
す
。
終
身

年
金
で
万
一
、
80
歳
前
に
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
で
も
80
歳
ま
で
の
年

金
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
支
払
保
険
料
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

た
め
、
節
税
に
も
な
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
農
業
委
員
会

　
（
内
線
２
２
１
・
２
２
６
）

　
相　
談

司
法
書
士
に
よ
る「
相
続
・
遺
言・

成
年
後
見
」
無
料
相
談
会

（
無
料
・
要
予
約
）

■
日
時

　

２
月
19
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
会
議
室
１
・
２

■
内
容　
売
買
、
相
続
の
不
動
産

登
記
、
会
社
登
記
、
成
年
後

見
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

女
性
の
た
め
の
無
料
電
話
相
談
会

　
相
談
員
は
全
員
女
性
の
行
政
書

士
で
す
。
こ
の
機
会
に
女
性
が
抱

え
る
様
々
な
お
悩
み
を
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
２
月
19
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

※
相
談
時
間
は
30
分
以
内
で
お
願

い
し
ま
す
。

■
内
容　
遺
言
、
相
続
、
成
年
後

見
、
離
婚
協
議
書
作
成
、
法
人

設
立
、
各
種
許
認
可
申
請
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

行
政
書
士
記
念
日
無
料
相
談
会

　
く
ら
し
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
お
悩
み

を
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
今
回
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い
て
の
ご

相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
２
月
12
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

　
　
　
（
正
午
か
ら
13
時
を
除
く
）

■
場
所　
明
野
総
合
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
行
政
書
士
会
甲
府
北
支
部

　
☎
０
９
０
‐
３
５
０
６
‐
７
３
３
４

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は

　
☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

圏
域
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
窓
口
開
設

　
山
梨
県
高
次
脳
機
能
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
次
脳
機
能

障
害
（
脳
卒
中
や
交
通
事
故
な
ど

に
よ
り
現
れ
る
記
憶
低
下
や
集
中

困
難
な
ど
、
後
天
的
な
認
知
面
の

障
が
い
）
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の

相
談
に
応
じ
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
関
係
機
関
と
連

携
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
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※
入
学
案
内
、
募
集
要
項
は
１
月

下
旬
か
ら
各
市
町
村
の
教
育
委

員
会
な
ど
で
配
布
予
定
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
事
務
局

　
☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
６
９
４
７

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
で
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
全
国
に
学
習
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
出
願
期
間

　
第
１
回

　

２
月
28
日（
月
）ま
で

　
第
２
回　

　
３
月
15
日（
火
）ま
で

　
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８

　
募　
集

富
士
山
五
合
目
公
園
利
用
指
導
員

・
自
然
解
説
員
募
集

　
富
士
山
五
合
目
周
辺
に
お
い
て
、

自
然
解
説
や
自
然
保
護
の
啓
発
等

を
す
る
公
園
利
用
指
導
員
お
よ
び

自
然
解
説
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

・
公
園
利
用
指
導
員　
５
名
程
度

・
自
然
解
説
員　
　
　
20
名
程
度

■
勤
務
期
間

　
５
月
１
日
～
10
月
31
日

※
事
務
局
の
要
請
に
応
じ
て
勤
務

■
勤
務
時
間

・
公
園
利
用
指
導
員

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

・
自
然
解
説
員

　
９
時
～
16
時
30
分

■
勤
務
地　
富
士
山
五
合
目
総
合

管
理
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
そ
の
周

辺
　
セ
ン
タ
ー
は
県
内
に
１
か
所
で

あ
る
た
め
、
県
内
４
か
所
に
サ
テ

ラ
イ
ト
相
談
窓
口
を
開
設
し
、「
ミ

ニ
講
座
」
と
「
相
談
会
」
を
行
い

ま
す
。

■
日
時　
２
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
13
時
45
分
～
16
時

■
場
所　
北
巨
摩
合
同
庁
舎

　
　
　
　
１
階
１
０
２
会
議
室

※
そ
の
他
の
会
場
は
、
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
お
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
賃
金

・
公
園
利
用
指
導
員

　
日
給
８
，９
５
２
円

・
自
然
解
説
員

　
日
給
７
，４
５
０
円

※
両
募
集
と
も
交
通
費
な
し

■
募
集
締
切　
２
月
25
日（
金
）

■
応
募
方
法　
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を
添

付
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
恩
賜
林
組
合
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
五
合
目
周
辺
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
協
議
会

　
☎
０
５
５
５
‐
２
２
‐
３
３
５
５

（
内
線
１
３
２
）

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
学
生
募
集

　
新
た
な
生
き
が
い
と
仲
間
づ
く

り
で
、
健
康
で
活
力
に
満
ち
た
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
の
生
涯

学
習
の
場
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
」
で
学
び
ま
せ
ん
か
？

■
受
付
期
間　
２
月
１
日（
火
）

～
３
月
15
日（
火
）

■
修
業
年
限　
２
年

※
１
年
間
で
25
講
座
実
施

■
講
座
日　
原
則
、
金
曜
日

　
　
　
　
　
（
月
平
均
２
回
）

■
費
用　
入
学
後
に
基
本
学
習
費

と
し
て
１
万
６
千
円
を
納
入

　一般財団法人自治総
合センターが、宝くじ
の社会貢献広報事業と
して行うコミュニティ
助成金を受けて、市内
各地区公民館に備品
（パソコン）を整備し
ました。

　このパソコンは、地
域のコミュニティ活動
に役立てられます。

■問い合わせ
　教育課
　生涯学習担当

　（内線267）

▲パソコン

宝くじの助成金により
コミュニティ備品を購入

　
イ
ベ
ン
ト

山
梨
む
か
し
が
た
り
の
会
20
周
年

記
念
公
演

「
武
田
氏
の
伝
説
～
信
虎
、
信
玄
、

勝
頼 

武
田
三
代
を
語
る
～
」

　
「
山
梨
む
か
し
が
た
り
の
会
」

は
２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
に

発
足
、
甲
州
弁
の
民
話
を
復
活
さ

せ
、
多
く
の
方
に
民
話
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
未
来
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
武
田
氏
の
伝
説
を
甲

州
弁
で
語
り
ま
す
。
昔
懐
か
し
い

雰
囲
気
の
中
、
山
梨
の
民
話
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
ご
参

加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
３
月
20
日（
日
）

　
開
場
13
時　
開
演
13
時
30
分

■
場
所　
螢
雪
寮

■
出
演　
山
梨
む
か
し
が
た
り
の
会

　
　
　
　
え
ん
ま
る
グ
ル
ー
プ

■
演
目　
「
夢
見
山
」「
チ
ャ
ボ
石
」

「
味
噌
な
め
地
蔵
」「
く
ろ
ぼ
っ

さ
ん
」
ほ
か

■
共
催　
韮
崎
大
村
美
術
館

■
予
約
受
付

　

２
月
27
日（
日
）か
ら

■
問
い
合
わ
せ

　
（
予
約
・
施
設
問
い
合
わ
せ
）

　
韮
崎
大
村
美
術
館

　
☎
２
３
‐
７
７
７
５

　
（
内
容
問
い
合
わ
せ
）

　
山
梨
む
し
が
た
り
の
会

　
☎
０
８
０
‐
１
０
１
６
‐
３
８
３
７
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目標達成‼　寄付額  7,461,848 円
（目標額4,500,000円　達成率166％）

歴史を紡ぐ樹齢330年

未来へ咲きほこれ「わに塚のサクラ」

　市内外の多くの皆さんからのご寄付を賜り、クラ
ウドファンディングの目標額を達成しましたことを
ご報告するとともに、心より感謝申し上げます。
　皆さんからいただいたご寄付は、「わに塚のサク
ラ」の樹勢回復作業費用と維持費用に活用させてい
ただきます。
　今後、具体的な使い道について、市ホームページ
等を通じて、随時ご報告させていただきます。
■問い合わせ
　総合政策課 ふるさと納税窓口　☎22-1990

市の人口 1 月 1 日現在 （前月比）
男 １４，３０９人（うち外国人２5２人） ２2人減
女 １４，２１３人（うち外国人２５１人） ３６人減
計 ２８，５２２人（うち外国人５０３人）  ５８人減

世帯数 １２，６６３世帯    1４世帯減

●国民健康保険より
1月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、
159,656,852円（前年同月比2.37%増）で、１人あたりの保
険者負担額は、24,420円（前年同月比1.68%増）でした。引
き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください。

武田の里ウォーク
新府桃源郷コース（12㎞・8㎞）

　今年は、ピンク色に染まった桃畑から眺望する残雪の南アルプスをはじめ
とする山々、そして本丸の門柱を支えた礎石の発見などで注目の新府城跡を
中心に、韮崎の自然・風景・文化を体感できる２コースで開催します。

4月9日土
距　離 12㎞ 8㎞

コース 新府城跡～穴山さくら公園～新府
桃源郷（新府共選場）

新府城跡～
新府桃源郷（新府共選場）

参加資格 県内在住の健康な中学生以上（前日または当日に抗原定性検査を受け、
陰性であることが確認できる方に限ります。）

定員（先着順） 200人 200人
参加料 1,000円（中学生は無料）　※当日、受付にてお支払いください。

スタート
・

ゴール

9時から時間をあけて4回 10時から時間をあけて4回
※両コースとも、申込順にスタート時間を割り当てさせていただきます。

グループで参加される方は同時に申込みをしてください。
　　 スタート・ゴール会場：韮崎中央公園陸上競技場
　　 　　　　　　　　　　　ゴール最終時刻は15時

その他
スタート時刻を記載した参加票兼体調管理チェックシートを3月下旬
に郵送します。その他詳細は、参加申込書またはホームページでご確
認ください。新型コロナウイルス感染症の状況により中止・変更とな
る場合があります。市ホームページで最新の情報をご確認ください。

ー 雨 天 決 行 ー
★イベント詳細 ★申込方法

◇直接申込
市営体育館、または教育課で直接お
申込みください（平日9時～17時）。

◇インターネット
市ホームページから
お申込みください。

◇受付期間
　2月1日（火）～3月14日（月）

■問い合わせ
　武田の里ウォーク実行委員会事務局
　（市営体育館内）　　　☎22-0498

参 加 者 募 集


